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いる学術的探究は他にもある）、たとえばカナダ連邦政府助成機関 Social Sciences and 





  No.4 
らの研究を重ね合わせ、そのモデルとして位置づけて議論を展開している。文章による
論考ばかりではなく、映像作品によって知的探究の成果を示す可能性を問うのである。
この形式を直ちに認めるためには、現実的な制度等の改革・変更を待つ必要があるが、
本論文とともに提出される「研究作品」をも組み合わせた知のありようを実践的に提案
している点は高く評価したい。本論文は、それ自体、学術的な水準を満たしていると評
価できるが、類似の問題意識を持った後進の研究者に対して知見を提供し、議論の糸口
を示唆するものである。 
（３）そして、上映会をくり返しながら、調査者自身が自らの実践を問い直すという
方法と態度は、定性的調査のあり方を考える上で貴重な成果である。審査委員会のメン
バーからのコメントにもあったが、本論文では明示されないものの、実は大橋君自身が
６人目の「協力者」となって自己との対話の場面をつくり、様々な知見や気づきを生み
出していたと考えることもできる。主査としてたびたび進捗に関する面談を重ねてきた
ことをふり返り、その上で論文を通読すると、映像制作を行い、上映会をくり返すたび
に大橋君が変化してきたことを実感する。とりわけ第７章は自らの実践の省察であり、
協力者たちが日々直面している「痛み」に触れ、それを記録するだけでは研究者として
の営みは完結しえず（それは、その「痛み」に寄り添うだけでもなく）、時には封印し
ていた自分自身の過去の出来事にさえ再度向き合うことを強いられ、そのことに自覚的
になってゆく。その筆致は、まさに調査者の「生」を感じさせるものである。一連の変
化そのものは論文に再現されることはないが、それを目撃してきたことは確かな事実で
ある。様々な条件が揃い、自己再帰的な対話を促し、加速するような仕組みが出来上がっ
たと言えるだろう。対話を生み出すための仕組みという点では、ある一定の普遍的な構
造を提示している点は大いに評価したい。まさに「リサーチ・オン・ザ・ムーブ」とい
う概念で語らんとする自らが「動いていること（on the move）」を反映した調査研究で
ある。協働作業において協力者との関係が変容すること、また、調査研究が「終了」の
段階を迎え、協力者との「別れ」が訪れる際にどのような課題が考えられるのか。こう
した点については、本研究をさらに発展させる上で、今後、中長期的に取り組むべき課
題となるだろう。 
 
本論文は、人々の移動性/移動を前提に「生きられた経験に根ざした知を創造すること」
の価値をとらえる調査研究の発展を期待させるに十分な水準にあると判断する。大橋君
は、本研究を通して自立的に調査研究および社会実践活動を遂行するために必要な学識、
高度な分析能力、定性的手法の理解、成果を社会と接続してゆくマインドと能力を有す
ることを示した。したがって、本学位審査委員会は、大橋香奈君が博士号（政策・メディ
ア）を授与される資格が十分にあると認める。 
 
 
 
